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シックハウス対策検査 
～未規制化学物質 2-エチル-1-ヘキサノール～ 

 
近年、室内空気中に放散した化学物質で居住者等の体調不良を引き起こす「シックハウス症候群」に

関する問題が多く報告されています。このシックハウス症候群の発生を予防するには、建材や家具等か

ら室内空気中へ放散される化学物質を低減化していく必要があります。そこで、厚生労働省（以下、厚労

省と略します）は13化学物質の室内濃度指針値を定め、シックハウス対策の一環としました。しかし、室

内空気中に存在する化学物質はこれらの13化学物質だけではなく、建材や什器等の使用状況によって

は室内空気中に未規制化学物質が多量に存在することもあります。 

当所が公共建築物におけるシックハウスに関連する異臭等苦情の原因究明調査を行ってきた中で、

未規制化学物質である2-エチル-1-ヘキサノール＊1（以下、2E1Hと略します）の検出が認められた事例

が2例ありました。国内では他都市において過去にも2E1Hが原因の室内空気汚染事例があり、室内空

気中の2E1Hに関する研究がすすめられています。そこで、当所では、それぞれの事例に関して数年後

に追跡調査を実施しました。今回はこれらの苦情事例および追跡調査結果を紹介します。 

 

【事例１：公共建築物A施設内 D、E会議室 2005年8月異臭苦情調査、2010年1月追跡調査を実施】 

（1）室内空気中の化学物質濃度調査（2005年） 

異臭苦情があったD、E会議室のうち、D会議室は換気設備を稼動、E会議室は換気設備を停止させ

た上で各室の室内空気中化学物質濃度測定を行いました。厚労省が室内濃度指針値を示した13物質

のうち、今回測定を行った8物質注）についてはD、E両会議室とも指針値を超える物質はありませんでし

た。D、E両会議室にて室内濃度が最も高かった物質は2E1Hであり、A施設における異臭の原因物質と

考えられました。また、換気設備を稼動させたD会議室の2E1Hは、換気設備を停止させたE会議室に比

べて低い数値を示していました（表）。このため、会議室内の換気を充分に行うように助言を行いました。 

（2）バッグ法＊2による化学物質放散量調査（2005年） 

2E1Hが会議室内のどこから放散されているか放散源究明調査を行いました。会議机からは室内濃度

指針値に影響を及ぼすような値の物質は認められませんでした。一方、カーペットからは2E1Hが試料1

枚（10cm×24.8cm）あたり110μg検出されたため、2E1Hの放散源はカーペットであると考えられました。 

（3）小形チャンバー法＊3による2E1Hの放散速度調査（2005年） 

そこで、カーペットについて、13日間の小形チャンバー測定を行い、放散速度の推移を調べました。

測定最終日の時点において2E1Hの放散は継続する傾向を示していました（図）。 

（4）室内空気中の化学物質濃度調査（2010年） 

2005年調査時と同じ室、同じ条件で測定を行いました。厚労省が室内濃度指針値を示した13物質の

うち、今回測定を行った8物質注）についてはD、E両会議室とも指針値を超える物質はありませんでした

が、D、E両会議室にて2E1Hが検出され、他の物質よりも高い濃度を示していました。しかし、2005年の

調査時と比較すると、2E1Hの濃度は低下していました（表）。当施設は前回の調査以降、会議室未利用

時においても換気設備を終日稼

動しており、この効果が現れたと

考えられました。 

（ 5 ） 小 形 チ ャ ン バ ー 法 に よ る

2E1Hの放散速度調査（2010年） 

カーペットについて、2010年

には28日間の小形チャンバー測

会議室D
（換気設備

稼働）

会議室E
（換気設備

停止）

会議室F
（換気設備

稼働）

会議室G
（換気設備

停止）
2005.08 225 272 2005.11 7.0未満 533
2010.01 24 82 2009.03 3.5 8.3

※2005.11と2009.03については分析条件が違うため、定量下限値が異なります。

（2005.11の定量下限値は7.0μg/m3、2010.03は2.6μg/m3）

表 室内空気中2E1H濃度
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